
東京富⼠⼤学「2026 学修実態調査」集計結果
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受講者数が20名以下で実施される授業の機会がある。
実務家出⾝者によるユニークな授業科⽬がある。

プレゼンテーションや⾃分の意⾒を発表する機会がある。
質疑応答など、教員等との意⾒交換の機会がある。

将来の進路を考えるタイプの授業科⽬がある。
グループワークやディスカッションの機会がある。

予習・復習など授業時間外に⾏うべき学修が指⽰される。
理解がしやすいように教え⽅が⼯夫されていた。

⼤学の授業での機会・体験(%)

（※ n=306 「有⽤だった」「ある程度有⽤だった」などのポジティブ評価の合計値）
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インターンシップや就業体験の機会
実習や課外活動などを通じて社会と接点を持つ機会
学内で⾃分と異なる⽂化圏の学⽣と交流する機会

授業時間以外で、教員に質問・相談する機会
将来の進路を考えたり相談したりする機会

授業以外での機会・体験(%)
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健康や運動に関する知識
幅広い知識、ものの⾒⽅

他者と共同する⼒
問題を⾒つけ解決⽅法を考える⼒
異なる⽂化に関する知識・理解

⼈に分かりやすく話す⼒
論理的に⽂章を書く⼒

⽂献・資料を収集・分析する⼒
将来の仕事につながるような知識・技能・スキル・態…

専⾨分野に関する知識・理解

⼊学後に⾝についた知識(%)
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卒業時までに⾝に付けるべき知識や能⼒を意識して学修…

学⽣の意⾒を通じて⼤学教育が良くなっている。

教職員が熱⼼に教育に取り組んでいる。

⼤学の学びによって成⻑を実感している。

⼤学での学びの振り返り
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突破⼒

⾃制(⾃⼰管理)

思考⼒

忍耐(回復)⼒

創造⼒

協働⼒

主張(説得)⼒

⾝に付けたい実務IQ(%) 複数回答可
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実務IQへの認知度(%)

知っている 聞いたことはある あまりよく知らない 全く知らない
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1週間の授業出席時間(%)

31時間以上
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